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暑中お見舞い申し上げます。 

       梅雨も明け、真っ青な空に入道雲が湧き上がる 

盛夏の季節になりました。 

       熱中症にならないよう、こまめに水分補給をして 

体調管理に気を付けましょう。 

 

国民健康保険について 

   「国民健康保険高齢受給者証」、及び「後期高齢者医療被保険者証」の 

有効期限が７月３１日までとなっています。 

新しい保険証が堺市から郵送で届きます。 

  「国民健康保険高齢受給者証」 

色は「ねずみ色」から「緑色」に変わります。 

「後期高齢医療被保険者証」 

色は「水色」から「だいだい色」に変わります。 

新しい保険証が届きましたら、必ず受付窓口までご提出をお願い致します。 

       

夏季休暇のお知らせ 

  ８月１３日(木)～８月１９日(水)までお休みさせて頂きます。 

      定期的に受診されている方は夏季休暇中にお薬がなくならないように 

受診して頂きますようにお願い致します。 

      お休み中は、ご迷惑をお掛け致しますが宜しくお願い致します。 

 

    7 月からの休日夜間急病診療のご案内 

         ※7 月から休日夜間急病診療センターが変更になります。 

   小児科(中学生以下)   堺市こども急病診療センター 

      堺市西区家原寺町 1 丁 1 番 2 号  (堺市立総合医療センター隣) 

           ℡ ０７２－２７２－０９０９ 

    内科(中学生以下は診療できません) 堺市泉北急病診療センター 

      堺市南区竹城台 1 丁 8 番 1 号  (老人保健施設いずみの郷隣) 

           ℡ ０７２－２９２－００９９ 

 

      ※堺市宿院急病診療センターは平成 27 年 6 月末で廃止となりました 



 

りんご病(伝染性紅斑) 

 

 

りんご病とは？ 

りんご病とは正式には「伝染性紅斑」のことで、「ヒトパルボウィルス B-19」というウィルスの 

感染によって起こる病気です。幼稚園から小学校の低学年にかかりやすく、両頬がりんごのように

真っ赤になることからりんご病と言われています。 

 

主な症状は？ 

感染から発症までの潜伏期間は 10～20 日程度で、飛沫感染と接触感染でうつります。 

主な症状は、発疹で両頬の頬に紅斑がみられ、りんごのような鮮やかな赤色になり、 

ほてりやかゆみを伴います。 

1～2 日経つと腕の外側や太ももの前面にも、レース模様の発疹がでます。 

赤みは約１週間で一度消えますが、その後も紅斑が出たり消えたりする症状が３～４週間程度続き

ます。 

 

対処法は？ 

りんご病は、重症化は稀で特に治療の必要のない場合がほとんどです。 

顔が赤くなる 1 週間～10 日前に微熱や風邪の症状が現れる時期が、最も感染力の強い時期になり

ます。が、この時点では、りんご病と診断されることはほぼありません。 

一方、発疹がでてきた時にはウィルスは非常に少なく、感染力はほとんどないため、発症した時点

で他の人にはうつりません。特別に治療の必要はない病気なので、普段通りに生活しても大丈夫で

す。 

 

成人がりんご病に感染した場合、頬は赤くならず、手足に発疹だけ出る場合があります。発疹の症

状も子どもより長く続き、発疹や関節痛、全身倦怠感を伴い、子どもより重症化することがありま

す。また、妊婦さんの場合、妊娠中にかかると、流産や胎児貧血などの深刻な影響が出る恐れがあ

るため、特に注意が必要です。 

 

             熱中症に注意しましょう。 

       この季節になると、熱中症になる方が増えています。 

       熱中症は重症化すると、命にかかわる危険性があります。 

室内に居ても熱中症になることがありますので、クーラーや扇風機を賢く利用し、 

こまめな水分補給、睡眠・食事など規則正しい生活をするようにしましょう。 
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